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水俣第一小学校だより
学校教育目標 夢を持って主体的に学ぶ、心豊かでたくましい児童の育成

めざす児童像
１ 夢や目標を持ち、その実現に向けて努力する子供 ４ 探究心にあふれ、主体的に学習する子供

２ 思いやりと感謝の気持ちを持って命を大切にする子供 ５ 元気に遊び、進んでからだを動かす子供

３ 人との関わりを大切にし、進んで明るいあいさつ・返事をする子供

「人との関わりの中での学び」の創造
水俣第一小学校長 吉井 秀男

一昨日の引き渡し訓練、保護者の皆様には、お忙しい中
にご協力をいただき、ありがとうございました。入口が指
定されていたこと、駐車場で車の出入りと人の乗り降りが
同時進行になることなどについても、その場でのご対応、
ご配慮、たいへんお世話になりました。
先日の大雨による臨時休校に加え、先月は集団下校もあ

りましたが、これらの経験も通して、子供たちの緊急時の
対応力は向上していると感じています。これから、ふだん
の生活の中での集合、整列、待機の場での指導を更に大切
にし、その力を高めたいと考えています。全員が気を付け
ておかないと、集団行動はできません。自ら気を付けるこ
とが習慣づけば、状況に応じて何かに気付き、よりよい行
動ができることにもつながっていきます。
自らの身を守るとともに、他の人とも日々心地よく過ご

せるようになってほしいと思います。学校としましても体
制を整え、更に臨機応変な対応ができるようにしていきま
す。

（写真は避難訓練の時のもの。静かに集合できました。）

＜７月の行事予定＞

日 曜 行 事 予 定 給食
３ 火 授業参観・学級懇談会 ○
４ 水 地区なかよし会・地区懇談会 ○
５ 木 緊急地震速報訓練 ○
７ 土 土曜授業 ×
２０ 金 終業式 ○

※ 学期末が近づくこの時期は、蒸し暑さも増して疲れが
抜けず、生活が落ち着かないものになりがちです。子供
たちの生活リズムを整えていただくようお願いします。

↑（１年生の給食センター 学期末を充実させ、充実した夏休みにしてほしいと思い
見学、作ってくださる ます。
方の姿に、給食の食べ ※ ７月４日に地区懇談会が行われます。地区懇談会では、
方も変わっていくこと 警察の方からＳＮＳについてのお話が聞けます。ＳＮＳ
でしょう。） に潜む危険性や、親として気を付けておくべきことなど

←（プール掃除、学校のみ を再確認する貴重な機会になることと思います。多数の
んなのために、６年生 ご参加をいただきますようお願いします。
ががんばりました。）

学校の活力につながるご支援を、ここでもいただいてい
ます。おやじの会の皆さんに、学校敷地内で勢いを増して
いた草を刈っていただきました。「家に帰ってからの楽し
みがあるけんね。」と言われる方もいらっしゃいますが、
仕事でお疲れの中に、子供たちのため、学校のための活動
に感謝するばかりです。本当にありがとうございました。

「皆さんの力で、だれかが、つらく悲しい思いをする
ことなく、みんながのびのび、生き生きとそれぞれの目
標に向かって一生懸命頑張ることができる学校にしなけ
ればいけません。そして、大人になり、社会の一員とし
て働く時のために、自分は今、何ができるのか。これか
ら、どのように頑張って、何ができるようにならなけれ
ばならないかをしっかり考え、一つずつ、できることを
増やしていってほしいと思います。」
先般、子どもたちに語った話の抜粋です。
本校では、変化の激しい社会に対応し、更に新たな社

会の創り手として生きていくために求められる様々な資
質・能力を子供たちが学んでいくために「人との関わり
の中での学び」の充実を重視しています。目指す児童像
を踏まえたものです。些細なことであっても誰かのため
に、誰かとともに、誰かの力をお借りして取り組む体験
を通して学ぶ気づきや力は、将来のよりよい生き方に大
きく関わります。学校では、各学年、学級で、体験学習
や地域探検、読み聞かせ、講話等を通して、所期の目的
のほか、感謝の心をはじめとして様々なことを学んでい
ます。ある学級では、朝から担任とともに前庭の掃除を
してくれています。担任が呼びかけたわけではないそう
です。自発の活動ならではで、動きは機敏です。みんな

のため、学校のため
に行動する喜びを感
じている様子が伝わ
ってきます。
活力ある学校づく

りは、子供たちが、
聴いて学び、行って
学ぶ場づくりにかか
っています。保護者、
地域の皆様のお力添
えをよろしくお願い
します。
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「あいさつの力で、みんなを明るく!!」
朝からいろいろなあいさつと出会います。大きい声や小

さい声、笑顔やきつそうな顔、子供たちはいろんな思いと
ともに登校しているのだと思います。
あいさつは心を映しますので、あいさつで心を変えるこ

ともできます。元気を出させるつもりが、子供たちのあい
さつで逆に元気をもらうことも度々です。３秒ほどの短い
やり取りですが、それぞれの「進んで明るいあいさつ」が
一歩ずつ前進しているように感じます。
あいさつが当たり前にある空間を作り出し、更にそれぞ

れの一歩を積み重ねていきたいと思います。




